
発行宇治市

編集文書広報課

宇治市字ｉｆｔＪＥ琶33番地

竃ａ（ｇｉ3141㈹

●Ｓ月1日・ｎ日・21日発行

みんなそろって明るいお正月を

昭和57年
（1982年）

第613号
共同募金会・社会福祉協議会

12月7日に移転

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
へ

一
階
は
業
務
課
営
業
係
と
料
金
係

宇
治
市
水
道
部
が
こ
の
四
月
か
ら
宇
治
琵
琶
四
五
（
菟
道
第
二
小
学
校
跡
地
）
に
建
設

中
で
あ
っ
た
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
在
の
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
の
老
朽
化
、

事
務
室
の
過
密
化
な
ど
を
解
消
し
、
よ
り
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
こ
れ
か
ら

の
水
道
事
業
に
対
応
し
て
い
く
た
め
建
設
し
た
も
の
で
す
。
新
庁
舎
が
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
、
十
二
月
七
日
に
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
か
ら
移
転
し
業
務
を
始
め
ま
す
。

’
宇
治
市
水
道
部
新
庁
舎
が
こ
の

程
完
成
、
十
二
月
七
日
に
現
在
の

プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
か
ら
移
転
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

現
水
道
部
の
庁
舎
は
、
本
館
が

手
狭
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
昭

和
四
十
五
年
に
プ
レ
ハ
ブ
タ
仮
設

完成した水道部新庁舎

し
移
転
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

建
築
後
十
二
年
も
経
過
し
、
老
朽

化
が
激
Ｌ
ど
、
年
々
拡
大
す
る
水

道
事
業
に
伴
い
職
員
数
も
増
加
す

る
に
つ
れ
事
務
室
は
過
密
状
態
に

な
り
、
窓
口
な
ど
を
訪
れ
た
市

民
の
皆
さ
ん
に
奈
ハ
変
ご
迷
惑
を

か
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
ラ
な
不
自
由
さ
を
解
消

し
、
よ
り
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

牽
同
上
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
の
水
道

事
業
に
対
応
し
て
い
く
た
め
新
庁

舎
を
建
設
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
菟
道
第
二
小
学
校

跡
地
（
宇
治
琵
琶
四
五
）
の
教
育

庁
舎
西
側
に
建
設
さ
れ
、
総
事
業

費
は
約
二
億
六
百
万
円
、
鉄
筋
三

階
建
（
延
べ
千
百
四
十
七
平
方
μ
）

水道部新庁舎平面図

の
建
物
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
各
階
と
各
課
の
あ
ら

ま
し
は
次
の
ぷ
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

一
階
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
直

接
関
係
ず
る
窓
口
の
業
務
課
営
業

係
と
料
金
係
の
事
務
室
に
な
っ
て

い
未
丁
。

◇
業
務
課
営
業
係
…
転
入
転
出
な

ど
に
ょ
る
開
閉
栓
の
届
出
。
使

用
者
、
所
有
者
が
変
史
し
た
時

の
届
出
な
ぺ
営
業
業
務
に
対

す
る
苦
情
な
ど
の
受
付
。

◇
業
務
課
料
金
係
・
：
水
道
料
金
の

徴
収
、
・
領
収
書
や
納
入
通
知
書

の
発
行
な
ど
。
水
道
料
金
に
関

す
る
相
談
の
受
付
。

こ
の
他
一
階
に
は
、
身
体
の
不

自
由
な
人
や
お
年
寄
り
の
人
に
も

利
用
い
た
だ
け
る
ぷ
っ
に
玄
関
に

自
動
ド
ア
ー
ズ
。
0
1
プ
、
身
体
障

害
者
用
ト
イ
レ
な
ど
を
備
え
て
い

未
了
。

二
階
は
、
工
務
課
と
配
水
課
の

事
務
室
に
な
っ
て
い
未
丁
。

◇
工
務
課
・
：
水
道
施
設
の
拡
張
・

改
良
工
事
の
計
画
、
設
計
な
ど
。

浄
水
場
や
配
水
池
な
ど
の
送
水

施
設
の
維
持
管
理
。

◇
配
水
課
：
配
水
の
計
画
や
給
配

水
管
の
維
持
管
理
。
道
路
上
の

二 辱 － ・

水道部新庁舎周辺の略図

ヱ

医療

ター

瞭
ド
レ
レ

市
道
宇
治
自
川
線

ＤＩ

図
」
口

□
㈲
㈲
□

漏
水
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

配
水
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
給
水
装
置
の
工
事
に
つ

い
て
の
相
談
は
給
水
係
ま
で
。

Ｓ
吽

―
自
ａ
9
1
1
ａ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
゛

厄
」

□

三
階
は
、
業
務
課
庶
務
係
と
経

理
係
の
事
務
室
、
水
道
事
業
管
理

者
室
と
大
小
会
議
室
に
な
っ
て
い

ま
す
。
。

水
道
は

市
民
の
貴
重
な
財
産

市
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
二
十

五
年
に
給
水
を
開
始
。
市
民
の
生

活
用
水
を
供
給
ず
る
ぶ
っ
に
努
力

し
て
き
ま
し
た
。
市
勢
の
発
展
と

共
に
人
口
も
増
加
し
、
ま
た
生
活

水
準
の
向
上
に
伴
い
水
の
需
要
は

毎
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き

ま
し
た
。
特
に
昭
和
三
十
年
代
後

半
か
ら
の
人
口
急
増
は
、
水
道
事

業
に
も
著
し
い
影
響
夕
及
ぼ
し
て

き
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
で
は
、
過
去
三
回
水

道
拡
張
事
業
に
取
り
組
み
、
さ
ら

に
、
五
十
一
年
四
月
か
ら
目
己
水

源
の
開
発
か
猛
に
し
た
第
四
次
拡

張
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

こ
の
第
四
次
拡
張
事
業
は
、
そ

の
目
標
年
次
を
昭
和
六
十
年
と
し

・ Ｗ － －－ 一 一 －

計
画
給
水
人
口
十
七
万
五
千
人
、

計
画
一
人
一
日
最
大
給
水
量
五
百

八
十
械
一
日
最
大
給
水
量
十
万

千
五
百
立
方
肩
の
計
画
夕
策
定
し

た
も
の
で
す
。

現
在
の
給
水
能
力
は
、
一
日
七

万
二
千
五
百
八
十
立
方
μ
で
、
自

己
水
源
と
し
て
宇
治
・
神
明
・
開

・
小
倉
・
奥
広
野
の
各
浄
水
場
を

持
ち
、
宇
治
下
居
に
あ
る
府
営
第

一
山
城
水
道
か
ら
一
日
五
万
千
立

方
μ
の
水
か
受
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
給
水
能
力
の
う
ち
約
澗
）
％

を
府
営
第
一
山
城
水
道
よ
り
受
水

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
ず
。

府
で
ぱ
、
山
城
第
一
・
第
二
水

道
の
施
設
拡
張
や
整
備
受
｛
｝
に
よ

っ
て
、
効
果
的
な
水
の
需
給
を
図

る
計
画
が
な
さ
れ
て
い
ま
7
．
そ

の
た
め
、
市
の
水
道
事
業
は
受
水

の
立
場
で
の
一
定
の
方
向
は
あ
る

も
の
の
、
こ
の
府
営
水
道
の
拡
張

事
業
の
状
況
で
は
第
四
次
拡
張
事

業
が
完
成
し
て
も
、
な
お
水
不
足

が
予
想
さ
れ
、
市
独
自
の
水
源
確

保
の
必
要
性
が
生
じ
る
も
の
と
考

凡
て
い
ま
ず
。

水
道
事
業
は
市
民
の
税
金
で
は

な
く
全
く
別
の
会
計
で
次
か
な
わ

れ
、
公
営
企
業
体
と
し
て
の
独
立

採
算
制
に
な
っ
て
い
‘
’
チ
。
す
な

わ
ち
、
人
件
費
、
維
持
管
理
費
、

建
設
費
な
ど
す
べ
て
の
経
費
は
水

道
料
金
な
ど
で
次
か
な
い
ま
で
。

水
は
限
ひ
あ
る
沓
源
。
有
効
に

利
用
し
、
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
水
道
牽
ハ
切
に
し
侭
し
ょ

125

15日まで歳末たすけあい運動

各
階
・
各
課
の

あ
ら
ま
し

水道部

新庁舎が完成
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宇
治
茶
生
産
の
中
核
を
な
し

た
宇
治
郷
と
、
そ
の
近
隣
農
村

に
は
、
広
大
な
茶
園
が
展
開
し

て
い
た
。
だ
が
、
第
八
十
九
回

「
延
宝
の
検
地
」
に
お
い
て
触

れ
た
ぷ
つ
に
、
そ
の
広
い
茶
園

に
課
さ
れ
る
年
貢
の
算
定
基
準

す
な
わ
ち
「
斗
代
」
は
、
他
に

類
を
み
な
い
驚
異
的
高
額
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
そ
の
ま
ま

宇
治
茶
の
特
殊
性
奮
孚
七
の

と
し
て
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
こ
で
は
宇
治
郷
と

近
隣
農
村
の
茶
園
の
斗
代
か
氏

較
し
な
が
ら
、
宇
治
茶
業
の
展

開
を
み
る
こ
と
に
Ｌ
よ
う
。

宇
治
で
は
、
茶
園
の
こ
と
を

「
一
圓
」
ま
た
は
「
蒲
畑
」
と
呼

び
、
上
・
今
植
・
中
・
下
・
下

々
蒲
と
い
ラ
位
付
け
が
な
さ
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
斗
代
が
異
な
っ

て
い
た
。
今
植
薗
と
呼
ぶ
茶
園

の
実
態
は
、
ま
だ
よ
く
解
か
っ

て
い
な
い
が
、
お
そ
Ｖ
Ｑ
ｖ
樹
齢

が
若
く
摘
採
量
の
多
い
茶
園
の

動
は
な
か
っ
た
ぶ
つ
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
ぐ
、
宇
治
郷

の
斗
代
が
最
も
高
く
、
そ
れ
に

次
ぐ
の
が
小
倉
村
で
、
伊
勢
田

村
は
さ
ら
に
低
い
。
ま
た
白
川

村
の
斗
代
は
、
茶
園
・
田
畑
・

屋
敷
地
と
も
に
宇
治
郷
と
同
額

で
あ
っ
た
が
、
慶
長
の
検
地
帳

に
は
上
薗
・
今
植
葡
の
記
載
が

ぷ
Ｉ
鐘
解
は
、
実
は
的
か
射

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

近
世
に
お
け
ゑ
落
茶
が
、

覆
下
園
で
育
成
さ
れ
た
礁
茶
の

こ
と
で
あ
る
こ
と
は
前
回
に
も

述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
そ
の
覆

下
栽
培
は
、
宇
治
郷
な
ぞ
の
近

在
の
限
ら
れ
た
範
囲
の
茶
園
だ

け
に
許
可
さ
れ
た
特
殊
な
方
法

斗
代
に
み
る
宇
治
の
茶
園

こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
う
フ
。

表
に
掲
げ
た
各
村
は
、
い
ず

れ
も
幕
府
領
で
あ
っ
た
が
、
宇

治
郷
と
日
川
村
の
斗
代
は
慶
長

土
〈
年
（
ニ
ハ
ー
一
）
の
検
地

帳
に
よ
っ
て
算
出
し
、
そ
の
他

は
延
宝
検
地
帳
に
薦
つ
い
て
い

る
。
だ
が
、
近
世
を
通
じ
て
こ

れ
ら
郷
村
の
茶
園
の
斗
代
に
異

見
ら
れ
ず
、
当
時
こ
の
村
に
は

該
当
す
る
茶
園
は
な
か
っ
た
も

の
と
考
瓦
ら
れ
る
。

こ
の
ぶ
っ
に
述
べ
る
と
、
宇

治
郷
の
茶
園
が
最
も
す
ぐ
れ
た

茎
彫
産
し
、
小
倉
村
や
伊
勢

田
村
、
そ
の
他
の
村
々
の
茶
は

劣
っ
て
い
た
ぷ
コ
に
思
わ
れ
る

か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
の

第
6
回
糖
尿
病
の
つ
ど
い

栄
養
指
導
を
受
け
る
患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
み
な
さ
ん

分量守った食事を
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
こ
に

生
産
さ
れ
た
礁
茶
は
、
宏
堀

を
中
心
と
し
て
存
在
す
る
特
定

の
茶
師
に
集
め
ら
元
、
販
売
さ

れ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
小
倉

村
は
下
各
村
の
覆
下
園
の
栽
培

家
は
、
い
わ
ば
宇
治
茶
師
の
下

請
業
者
と
い
っ
た
立
場
に
置
か

れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。

成
人
病
の
中
で
高
血
圧
に
次
い

で
多
い
の
が
糖
尿
病
－
。
二
十
日
、

土
曜
日
の
正
午
か
ら
宇
治
久
世
医

師
会
の
主
催
で
宇
治
市
保
健
医
療

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
「
第
六
回

糖
尿
病
の
つ
ど
い
」
に
は
、
百
八

十
人
あ
ま
り
の
患
者
さ
ん
や
、
毎

日
食
事
を
作
ら
れ
る
家
族
の
み
な

さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
関
心
の
高
さ

が
フ
か
が
え
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
奎
ず
血
圧
測
定
と

検
尿
を
受
け
た
あ
と
、
六
百
カ
ロ

リ
ー
の
昼
食
を
試
食
し
、
医
師
の

話
忿
聞
き
ま
し
た
。

昼
食
は
具
た
っ
ぷ
り
の
き
つ
ね

台
沌
な
ど
で
参
加
者
は
量
の
多

さ
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

一
日
三
食
刄
工
〈
百
カ
ロ
リ
ー
に

調
理
さ
れ
た
献
立
か
前
に
し
て
、

栄
養
士
に
日
頃
の
食
生
活
で
疑
問

に
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
質
問
。

栄
養
士
は
、
「
糖
尿
病
は
食
べ
て

悪
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

病
状
に
よ
っ
て
各
人
の
食
べ
る
分

量
が
決
め
ち
れ
る
の
で
、
そ
の
量

を
早
く
覚
え
て
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
上
貪
が
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
こ
に

優
秀
な
覆
下
茶
園
が
展
開
し
た

こ
と
驚
露
っ
て
は
い
て
も
、

そ
の
斗
代
の
高
低
が
、
直
ち
に

茶
の
優
劣
忿
不
す
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

な
お
、
同
じ

く
幕
府
領
で
あ

っ
て
も
、
木
幡

村
や
槙
島
村
の

ぷ
つ
に
茶
園
と

畑
の
区
分
が
な

さ
れ
て
い
な
い

村
も
あ
る
。
だ

が
、
そ
の
ぶ
つ

な
村
で
は
概
し

て
畑
地
の
斗
代

が
高
い
。
茶
以

外
に
有
利
な
工

芸
作
物
の
な
か

っ
た
こ
と
か
ら

も
、
多
く
の
村

（単位＝斗）
宇治茶園の斗代

が
茶
を
育
て
て
い
た
の
は
確
か

で
あ
る
。
茶
の
良
否
や
価
格
は

次
回
に
述
べ
る
が
、
上
々
畑
や

中
薗
に
も
覆
下
栽
培
が
行
わ
れ

て
い
た
に
違
い
な
い
。

（
歴
史
資
料
室
）

に付け村名上薗 今植圓中薗 下面 下々薗上々畑

宇治郷

白川村

小倉村

伊勢田村

横島村

25

－

20

13

－

20

－

－

一

一

15

15

15

11

－

10

10

13

9

－

一

一

10

8

－

－

－

14

14

15

市
で
は
、
家
庭
で
倣
り
れ
て
い

な
い
不
用
品
登
易
に
生
か
し
、

必
要
と
し
て
い
る
人
に
譲
る
た
め

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
か
設
け
て

い
未
了
。

こ
の
不
田
甘
貿
報
セ
ン
タ
ー
は

簒
腿
の
Ｉ
、
つ
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
、
今
年
度
は
前
期

と
後
期
に
分
け
て
実
施
。

後
期
の
開
設
は
今
日
か
ら
来

年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
三
ヵ
月

間
で
す
の
で
、
μ
ｒ
ど
し
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
登
録
方
法
…

品
物
の
提
供

者
も
希
望
者

も
、
電
話
、

は
が
き
、
来

庁
さ
れ
る
な

ど
で
申
込
ん

ｊ
ｙ
だ
さ
い
。

▽
登
録
項
目
…

印
品
名
、
型

式
、
規
格
、

品
質
な
べ

ぼ
購
入
年
月

日
、
消
耗
程

度
。
ぼ
希
望

守
ら
れ
て
い
ま
す
か
　
あ
な
た
の

人
権

4
日
か
ら
人
権
週
間

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
人
権

週
間
で
す
。
城
南
人
権
擁
護
委
員
協
議

心
一
と
京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
で
は
、

こ
の
期
間
に
人
権
相
談
所
を
開
き
釆
ｙ
。

差
別
夕
受
け
た
り
、
名
誉
か
侵
さ
れ

た
と
き
、
離
婚
や
相
続
な
ど
家
庭
問
題
、

借
地
、
借
家
や
金
銭
問
題
で
困
っ
て
お

ら
れ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

価
格
。
倒
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
な
ど
連
絡
先
。
㈲
そ
の
他

の
希
望
条
件
。

▽
登
録
の
有
効
期
間
…
十
二
月
一

日
か
ら
来
年
二
月
二
十
八
日
ま

で
の
三
ヵ
月
間
で
す
。

▽
主
な
対
象
品
・
：
左
表
の
も
の
で

す
。
再
利
用
の
価
値
が
あ
り
、

修
理
、
修
繕
の
不
要
な
も
の
に

限
り
濠
7
．
な
お
、
転
売
や
趣

味
を
目
的
な
恚
場
合
や
医
療

機
材
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
要
素
の

あ
る
も
の
、
食
品
・
牛
百
石
の

な
ど
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

マ
品
物
の
取
ゑ
Ｗ
男
法
・
・
・
両
者

の
希
望
条
件
が
ほ
ぽ
一
致
し
た

場
合
、
情
報
セ
ン
タ
ー
が
希
望

者
に
連
絡
し
、
当
事
者
ど
ラ
し

で
交
渉
。
そ
の
結
果
か
干
日
以

内
に
、
希
望
者
が
情
報
セ
ン
タ

ー
ヘ
報
告
し
て
い
た
だ
孝
季
ｙ
。

▽
問
題
な
ど
の
処
理
・
・
・
故
障
、
欠

陥
、
そ
の
他
問
題
が
生
じ
た
場

相
談
は
、
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
。

〈
人
権
相
談
所
〉
▼
と
さ
・
：
1
9
一
月
9
日

俐
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
Ｖ
と
こ
ろ
…

市
民
会
館
と
西
小
倉
集
会
所
の
且
蕩

お
越
し
に
な
れ
な
い
人
は
、
人
権
擁

護
委
員
宅
ま
た
は
、
京
都
地
方
法
務
局

宇
治
支
局
（
Ｂ
Ｒ
4
1
2
2
）
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
（
秘
書
課
）

合
は
、
当
事
者
で
協
議
し
て
解

決
す
る
も
の
と
し
、
市
は
一
切

問
題
に
貴
任
舎
負
い
ま
せ
ん
。

マ
登
録
先
と
受
付
時
間
・
・
・
登
録
は

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
（
〒
6
1
1

宇
治
琵
琶
3
3
宇
治
市
役
所
商
工

観
光
課
消
費
牛
活
係
豊
⑩
－
1

4
1
内
線
2
9
4
）
。
受
付
時
間
は
。

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
、
土

曜
日
は
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
、

日
曜
日
・
祝
日
は
舜
付
ま
せ
ん
。

（
商
工
観
光
課
）

1
1
1
1
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

自
－
1
1
1
－
－
Ｉ
Ｉ

品物の取引方法
煙‾……;

'

ﾌﾌｯｸ]

　寸匯心ﾁ。

登録の対象品目

分類 主な取扱い品

家具
ベッド・応接セット・サイドボード・座卓・
ダンス・げた箱・書棚・食器棚など

電気製品
ステレオ・ミキサー・テレビ・洗濯機・
トースター・乾燥器・アイロン・ラジオ・
冷蔵庫など

楽器
ギター・トランペット・エレクトーン・

マンドリン・尺八など

石油・が又用器Ｈストーブ・温風ヒーター・ガスコンロなど

自転車 子供用自転車・婦人用自転車など（バイク類はのぞく）

ベビー一子供用品

二段ベッド・歩行器・ベビーベッド・ベビー
バス・三輪車・ブランコ・ベピーカー・ベビーダ
ンスなど（おもちゃ、絵本、子供服はのぞく）

スポーツ・

レジャー用品

テニスラケット・健康器具・キャンプ用品・
ゴルフ用品・卓球台・釣具・スキー用具など

一般家庭用品
ミシン・編機・カメラなど

（食器、石けん、シーツ衣類、日用品はのぞく）・

学習用品
学習机・地球儀・天体望遠鏡・ランドセル・
辞典・全集・図鑑など（雑誌．文具はのぞく）

その他 市が認めるもの

人権擁護委員さん（敬称略）
明るい選挙推進運動－30周年

氏名 住所 電話

荒木嘉夫 木幡大瀬戸50 31－8250

井戸田侃 木幡熊小路4の8 31－8489

入江甚之輔 宇治．妙楽108 21－2030

北川稔 伊勢田町毛語40 41－7260

熊木治夫 横島町北内53 22－0153

前川桂子 菟道丸山1の69 21－3458

松本得一 宇治陰山17の32 22－2225

向井信雄 大久保町山ノ内141－6488

山口政一 小倉町西浦72 22－2444

山花忠次郎 宇治善法18 21－2249

「
民
主
政
治
の
基
礎
は
ま
ず
選
挙
か
ら
」
と

公
明
選
挙
連
盟
が
産
声
か
正
げ
た
の
は
昭
和
二

十
七
年
で
し
た
。

当
時
は
、
不
慣
れ
な
有
権
者
の
虚
に
乗
じ
て

腐
敗
選
挙
が
猛
威
を
ぶ
る
い
。
ま
た
、
物
に
飢

え
た
有
権
者
も
飲
食
や
物
か
ち
ら
つ
こ
と
は
平

気
で
。
選
挙
の
実
情
は
金
力
や
情
実
に
流
さ
れ

た
乱
脈
な
も
の
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

以
来
三
十
年
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
は
、

全
国
各
地
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
、
選
挙

管
理
委
員
企
一
を
中
心
に
選
挙
浄
化
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

来
年
は
選
挙
の
午
卜
。
宇
治
市
で
も
府
議
合
一
、

定
さ
れ
て
い
康
Ｋ
ふ
だ
ん
か
ら
、
選
挙
に
関

蛮
右
ち
、
選
ぶ
眼
を
養
っ
て
お
参
た
い
も
の

で
す
。

な
お
、
次
の
み
な
さ
ん
が
明
る
い
選
挙
の
功

労
者
と
し
て
表
彰
鷺
巧
竪
瓦
ま
し
た
。

自
治
大
臣
表
彰
・
：
若
山
正
作
さ
ん
（
7
3
）
宇

治
壱
番
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
会
長
表
彰
・
：

岡
地
孝
三
さ
ん
（
7
8
）
神
明
宮
東
、
京
都
府
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
表
彰
・
・
・
松
本
登
さ
ん

（
6
9
）
五
ヶ
庄
三
番
割
、
菊
地
芳
勝
さ
ん
（
3
7
）

宇
治
野
神
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

ト
戦
後
、
公
明
選
挙
連
盟
発
足
当
時
の
ポ
ス
タ
ー
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保
育
所
の
入
所
受
付

1
月
1
0
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

昭
和
五
十
八
年
度
の
保
育
所
入

所
受
付
か
沢
の
要
領
で
行
い
卓
子
。

（
申
込
み
で
き
る
人
）

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
現
在

で
、
生
堡
ハ
カ
月
以
上
六
歳
未
満

の
乳
幼
児
で
、
母
親
が
家
庭
ま
た

は
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
な
ど
で

保
育
で
き
な
い
場
合
に
限
り
未
了
。

ま
た
、
北
木
幡
保
育
所
、
明
星

保
育
園
、
あ
さ
ひ
保
育
園
、
善
法

保
育
所
、
宇
治
保
育
所
、
横
島
保

育
所
、
北
小
倉
保
育
所
、
小
倉
双

菜
園
保
育
所
、
大
久
保
保
育
所
、

く
り
く
ま
保
育
園
の
十
ヵ
所
（
園
）

で
は
、
五
十
八
年
一
月
三
十
一
日

現
在
に
出
生
届
が
出
さ
れ
て
い
る

生
燃
ハ
週
間
以
上
の
乳
児
も
保
育

の
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

（
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
）

申
込
用
紙
は
、
十
二
月
土
〈
日

哨
以
降
に
各
保
育
所
（
園
）
、
ま
た

は
、
福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お
渡

レ
笙
す
。

必
要
書
類
は
、
母
親
の
在
職
証

明
書
な
ど
、
保
育
で
き
な
い
証
明

書
と
五
十
七
年
分
の
源
泉
徴
収
票

な
芦
視
証
明
書
で
す
。
早
め
に
ご

用
意
ぐ
だ
さ
い
。

（
入
所
受
付
日
と
場
所
〉

左
表
を
参
照
し
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
や
む
忿
得
な
い
事
情
で

指
定
日
ま
で
に
申
込
み
で
き
な
い

人
は
一
月
三
十
一
日
略
画
五
時

ま
で
受
付
け
束
す
。

（
引
続
き
入
所
希
望
の
場
合
）

五
十
八
年
度
も
引
き
続
い
て
入

保育所入所受付の日程

日程 受付場所 対象保育所園）

1月ｌＯ日ＶＪｉ
木幡保育所 北木幡保育所、のぼ’）保ｔｆＢＳ．木幡保育所

宇治保育所 宇治保育所．広野保育所

1月ｌｌ日勾
福ａ保育所 棋島保育所、北小倉保育所．いずみ（Ｘ膏園

明星保育ＩＢ 明星保育ｉａ．なかよし保育ｉａ
ｊ

1月12日附
小倉及葉園保育所小倉双葉園保育所、ひいらぎ保育園

三室戸保育園 三室戸保育園、あさひ保育園

1月13日出

大久保保育所 くり．くま保育園、同咆保育園，大久保保育所

西小倉保育所 南浦保育園、伊勢田保育園、西小倉保育所

善法保育所 善法保青所

1月20日（ね
福祉事務所保育課全（Ｘ育所（園）・昼ｒ．’ｉ里観

1月21日倒

ｏ受付時間は、いずれも午前ｉｏ時～午後4時です。

公
民
館
で
は

「
同
和
問
題
の
解
決
は
、
す

べ
て
の
国
民
り
人
権
夕
守
る
基

底
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
国
民
的

課
題
で
あ
る
」
と
同
和
対
策
審

議
会
答
申
の
中
で
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
同
和
問
題
が
被
差

別
部
落
の
人
々
だ
け
の
問
題
で

は
な
ぐ
、
す
べ
て
の
国
民
の
く

ら
し
弔
権
利
に
か
か
わ
る
問
題

の
解
決
な
ぐ
し
て
、
真
の
民
主

主
義
社
会
は
実
脚
し
得
な
い
こ

と
忿
ｙ
し
て
い
る
と
い
え
ま
7
。

同
和
問
題
が
、
奘
簡
題
と

し
て
大

。 ≪
）
Ｖ
Ａ
Ｊ
Ｓ
ｖ
ｉ
Ｊ
げ
β
れ
、

行
政
に
よ
っ
て
同
和
対
策
事
業

が
す
す
め
ら
れ
た
の
は
、
Ｑ
ぐ

最
近
の
こ
と
で

す
。
昭
和
四
十

年
の
同
和
対
策

審
議
＜
1
1
一
答
申
や

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の

制
定
が
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

同
和
対
策
事
業
が
、
す
す
め

ら
れ
て
ゆ
く
過
程
で
、
種
々
問

題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
事
実

な
い
の
か
、
章
兄
と
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
状
況
べ
つ

く
る
こ
と
が
ま
ず
大
切
で
ｆ
。

こ
ラ
し
た
観
点
か
ら
、
公
民

館
ｐ
Ｈ
’
同
和
問
題
の
理
解
と

認
識
夕
深
め
る
た
め
の
講
座
、

学
習
会
等
を
開
設
。
部
落
差
別

を
無
く
し
て
い
く
こ
と
が
、
全

て
の
国
民
の
く
ら
し
牽
よ
く
し
、

所
夕
希
望
さ
れ
る
人
は
、
入
所
申

請
書
と
、
保
育
に
欠
け
る
証
明
書

な
ど
三
月
七
日
か
ら
一
月
十
四

日
ま
で
に
現
在
入
所
中
の
保
育
所

（
園
）
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
昼
間
里
親
の

　
　
申
込
も
受
付

　
保
育
所
の
ほ
か
に
、
個
人
の
家

庭
で
保
育
雪
葛
昼
間
里
親
制
度

も
あ
り
、
こ
の
利
用
者
も
募
集
し

ま
す
。
保
育
の
対
象
は
、
五
十
八

年
四
月
一
日
現
在
で
、
生
堡
ハ
週

間
以
上
、
三
歳
未
満
の
乳
児
で
す
。

　
希
望
さ
れ
る
人
は
一
月
二
十
日

湘
と
二
十
一
日
吻
の
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
に
保
育
課
へ
申

込
ん
夕
泄
さ
い
。
（
保
育
課
）

第
1
8
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　
「
し
め
な
わ
づ
く
り
」

　
自
分
の
手
で
わ
ら
を
な
っ
て
、

し
め
な
わ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
倉
の
お
年
寄
ひ
が
指
導
さ
れ
ま

す
。

　
ｖ
と
き
・
１
９
肯
狛
日
出
、
午
後

１
時
半
１
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

市
小
倉
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
に
応
な

わ
〈
輪
飾
り
・
袴
（
は
か
ま
）
〉
づ

く
り
▼
指
導
…
小
倉
連
合
喜
老

会
の
心
一
員
▼
対
象
：
小
学
校
４
年

生
以
上
の
児
童
・
牛
徒
ｖ
定
員
…

5
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
・
・
・
ｍ

話
か
、
は
が
き
で
小
倉
公
民
館
へ
。

な
お
、
見
本
參
公
民
館
に
展
示
し

農
業
振
興
祭

（
食
糧
ま
つ
り
）

宇
治
、
城
陽
、
久
御
山
農
業
振

興
協
議
会
で
は
、
第
1
8
回
農
業
振

興
祭
を
開
鳶
垂
す
。
当
日
は
、
農

産
智
器
会
や
、
新
鮮
な
農
産
物

◇

む
ず
か
し
い

が
、
大
切
な

問
題
…
…

三
雲
容
子
さ

ん
（
同
和
教
育

講
座
の
受
講
者
・
’
…
…
…

木
幡
在
住
）
ご
｀
‘

一
講
ぐ
ら
い

ｉ

く
ら
し
を
高
め
る
場

で
す
。
そ
れ
は
、
一
っ
ひ
と
っ

の
施
策
、
事
業
が
何
故
行
わ
れ

る
の
か
、
同
和
問
題
の
解
決
に

っ
な
が
る
の
か
、
十
分
理
解
さ

れ
な
い
ま
ま
に
、
す
す
め
ら
元

て
ぃ
る
か
ら
ぶ
ｙ
。

今
、
何
故
こ
の
事
業
が
必
要

で
あ
り
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

幸
せ
を
築
く
こ
と
に
な
る
と
い

う
視
点
に
立
っ
て
、
学
習
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
毒
了
。

学
習
会
に
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
お
気
軽
に
公
民
館

へ
お
問
い
〈
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

現
在
、
木
幡
公
民
館
で
は
学

習
会
か
ず
す
め
て
い
ま
す
。

い
か
出
席
で
き

な
い
だ
ろ
7
と
思
い
な
が
ら
申

込
み
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
最
初

の
講
義
か
聞
き
ま
し
た
ら
、
次

も
間
童
回
と
思
い
、
と
う
と

う
こ
の
講
座
を
優
先
し
て
全
部

出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

聞
い
た
だ
け
で
は
駄
目
で
、

公民館のおしらせ
宇治市公民館…宇治里尻71の9

（ｎ昔2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑34

の7（ａＲ8290）

○宇治市小倉公民館…小介町寺内

91（豊ｃ4687）

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

（
小
倉
公
民
館
）

第
1
9
回
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

「
和
だ
こ
づ
く
り
」

自
分
で
作
っ
た
和
だ
こ
べ
大

空
に
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年

は
、
埼
玉
県
川
越
市
を
中
心
に
普

及
し
た
「
扇
だ
こ
」
づ
く
り
で
す
。

ｙ
と
亭
・
・
1
2
月
1
9
日
㈲
、
午
前

1
0
時
1
午
後
2
時
ｙ
と
こ
ろ
…
宇

治
市
小
倉
公
民
館
ｙ
内
容
…
扇
だ

こ
づ
く
り
ｙ
指
導
…
公
民
館
職
員

▼
対
象
…
小
学
校
5
年
生
以
上
の

児
童
・
牛
徒
Ｖ
定
員
…
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
申
込
み
・
：
材
料
費
三
百

円
夕
添
え
て
、
小
倉
公
民
館
へ
。

（
小
倉
公
民
館
）

親
子
映
画
の
つ
ど
い

各
公
民
館
で
は
親
子
映
画
の
つ

ど
い
を
開
き
ま
す
。
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
も
〔
二
諸
に
、
子
芦
も

た
ち
と
楽
し
い
映
画
か
見
て
ぐ
だ

さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

▼
日
程
と
必
］
場
・
：
左
表
▼
上
映

作
品
・
：
剛
「
ヘ
ン
デ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
」
1
0
分
、
Ｓ
「
走
れ
メ
ロ
ス
」

2
0
分
屈
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
」

4
8
分
。
い
ず
れ
も
カ
ラ
ー
ア
ニ
メ
。

（
各
公
民
館
）

税子映画のつどい日程

日ｆＶ．時問 会場

12／12（Ｄ）午（ｉｌｌＯ時～ｕ時半宇木台市痙公民ｉｔ

午後2時～3時半宇（ｆｉ市公民館

午後6時令～8時宇治＊小倉公尺館

くらしの資金の年末貸付

9
日
か
ら
受
付

年
末
を
む
か
え
。
生
活
に
お
困
り
の

世
帯
に
、
く
ら
し
の
資
金
の
年
末
貸
し

付
け
を
し
ま
す
。

▼
貸
付
金
額
…
（
年
間
）
十
万
円
以
内

（
夏
期
と
年
末
を
合
わ
せ
て
）
▼
貸
付

条
件
・
：
無
利
子
・
無
担
保
。
返
済
は
、

4
ヵ
月
す
え
置
い
た
の
ち
、
2
0
ヵ
月
以

内
の
返
済
▼
貸
付
対
象
・
：
生
活
保
護
基

準
の
丁
五
倍
以
内
の
収
入
で
、
原
則

と
し
て
冬
期
ボ
ー
ナ
ス
の
な
い
世
ｔ
町

な
お
、
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
に
な
り

・
ま
せ
ん
。
ま
た
、
既
に
こ
の
資
金
の
貸

し
付
け
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
貸
付
金

の
半
額
以
上
を
返
済
し
て
い
る
こ
と
▼

申
込
み
：
宸
寄
以
の
民
生
委
員
さ
ん
に

ご
相
談
の
う
え
、
申
込
書
に
住
民
票
を

添
え
て
、
1
2
月
9
日
か
ら
1
6
日
ま
で
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
▼
貸
付
日
…
1
2
月

2
4
日
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

移
動
図
書
館

（
1
2
月
分
）

23日

團

22日

南

2ｔ日

（火）

16日

團

15日

伽

14

日

（火）

9日

南

8日

南

7日

（火）

3日

吻

2日

閑

1日

團
日

明星

町

志潭

川

福

角

南陵

町

神

明

奥広

野

広

野

伊勢

田
開

遊

田

野

神

白

川

薦

山

横

島

平

盛

ｌ 大久

保

緑ヶ

原

南小

倉

北小

倉

地

区

14

●丿30

Ｓ

15

●●30

13

●●30

Ｓ

14

●●00

10

●●00

Ｓ

11

●●00

ｕ

●●00

Ｓ

15

●●40

15

●●10

Ｓ

16

●●10

14

●●00

Ｓ

14

●●50

10

●●00

Ｓ

11

●●20

14

●●00

Ｓ

16

●●00

14

●●00

Ｓ

15

●●20

14

●●00

Ｓ

16

●●00

11

●●00

Ｓ

11

■●

40

10

●●00

Ｓ

10

●●30

15

●●00

Ｓ

16

●●00

13

●●30

Ｓ

14

●●30

14

●●

40

Ｓ

16

●●00

13

●●30

Ｓ

14

●●20

10

●●00

1ｎ

●●00

14

●●00

Ｓ

16

●●00

10

●●00

Ｓ

11

●●30

14

●●00

Ｓ

16

●●00

駐

車

時

間

明星

集会

所前

竹久

商店

横広

場

福角

公園

前

一一丁

目公

園前

城南

荘児

童公

園

奥広

野入

口

大久

保小

学校

伊勢

田神

社

開

公民

分館

前

遊ｉ

－一角

公園

池な

ら商

店

向

か

1ゝ刺

茶研

上り

□

ユー－

チカ

社宅

前

南落

合12力

通り

八木

かレ

1ン

平盛

小学

校

西大

久保

小学

校

旦椋

公会

童前

緑ヶ

原児

童公

園

南小

倉小

学校

北小

倉小

学枚

駐

車

埼

所

．
〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉
1
2
月
は
、
毎
週
月
曜
日
と
／
Ｃ
Ｏ

日
叫
～
5
8
年
1
月
4
日
叫
で
す
。
な
お
、
2
7
日
が
月
一
日
で

休
室
で
す
の
で
、
今
年
は
2
6
日
㈲
が
最
後
の
開
室
日
で
す
。

127

の
即
売
も
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

Ｖ
．
と
亭
・
・
1
2
月
5
日
面
、
午
前

9
時
半
か
ら
午
後
3
時
ま
で
Ｖ
と

こ
ろ
…
久
御
山
町
立
佐
山
小
学
校

（
久
御
山
町
佐
山
佐
古
内
屋
敷
）

Ｖ
内
容
…
農
産
物
品
評
4
Ｋ
’
出
品宇治市公民館の同和教育講座から

こ
れ
か
ら
先
が
大
切
で
す
。
非

常
に
む
チ
か
し
い
問
題
で
、
私

と
し
て
は
、
ど
7
し
た
ら
よ
い

か
、
今
考
え
が
ま
と
ま
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
後
は
、
今
ま

で
よ
り
積
極
的
に
こ
の
問
題
を

考
汽
る
と
思
い
ま
す
。

農
産
物
の
展
示
・
即
売
、
特
産
物

の
直
売
、
園
芸
植
物
の
即
売
、
米

・
牛
乳
の
消
費
拡
大
コ
ー
ナ
ー
、

営
農
・
家
庭
菜
園
の
相
談
コ
ー
ナ

ー
。
（
農
林
茶
業
課
）

青
色
申
告
決
算
の

説
明
会

宇
治
税
務
署
で
は
、
昭
和
五
十

七
年
分
の
所
得
税
の
青
色
申
告
決

算
説
明
会
を
、
宇
治
商
工
為
一
議
所

と
宇
治
納
税
協
会
が
共
催
で
開
き

ま
す
。

Ｖ
と
き
…
1
2
月
1
3
日
間
、
午
後

1
時
半
～
4
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

商
工
心
一
議
所
。
（
宇
治
税
務
署
）

第
1
0
回
市
民
絵
画
展

第
1
0
回
宇
治
市
民
絵
両
展
が
、

車
ふ
ら
開
催
。
市
民
の
力
作
百

邸
申
点
出
品
さ
れ
ま
す
。

▼
期
間
・
：
ｐ
一
月
2
日
團
1
5
日

間
、
午
前
1
0
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・

宇
治
市
公
民
館
。
な
お
、
1
2
月
2

日
出
、
午
前
1
0
時
か
ら
、
宇
治
市

芙
術
家
協
会
員
な
ど
に
よ
る
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
孝
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
第
一
…
…
回
展
を
記
念

し
、
画
集
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
会
期
中
に
受
付
ま
で
。（

社
会
教
育
課
）

市
民
モ
デ
ル
撮
影
会

作
品
発
表
会

第
3
0
回
秋
の
市
民
文
化
祭
「
市

民
モ
デ
ル
撮
影
会
の
部
」
の
作
品

発
表
会
衆
竹
い
康
ｙ
。

Ｖ
と
き
・
・
・
1
2
月
2
日
團
～
1
2
日

㈲
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
、
た

だ
し
1
2
日
の
み
午
後
4
時
ま
で
Ｖ

宇
治
半
白

大
川
茜
ち
ゃ
ん

茜（あかね）ちゃんが遊ぶオモ

チヤは自動車や禎木。元気で活発

な女の子です。

この欄に掲載するお子さん（56
年12月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

と
こ
ろ
…
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
。

（
社
会
教
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば

▼
と
き
・
：
Ｄ
一
月
5
日
間
、
午
後

1
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
岡
屋
小

学
校
体
育
館
Ｖ
内
容
・
・
・
卓
球
。
参

加
希
望
者
は
、
ト
鮮
寧
も
っ
て
直

接
会
場
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
つ
ど
い

宇
治
市
陸
上
競
技
協
会
で
は
、

初
心
者
に
正
し
い
練
習
方
法
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

の
つ
ど
い
を
開
章
示
す
。

Ｖ
と
き
・
：
1
2
月
5
日
間
、
午
前

8
時
集
合
ｙ
集
合
場
所
・
・
太
陽
が

丘
第
二
競
技
場
。
参
加
希
望
者
は
、

当
日
直
接
会
場
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

1
2
月
の
献
血

▼
1
2
月
6
日
側
・
：
午
前
1
0
時
1

正
午
に
コ
ピ
ア
眠
関
西
工
場
（
木

幡
）
で
、
午
後
1
時
半
ト
3
時
半
に

宇
治
黄
槃
病
院
で
。
（
保
健
衛
生
課
）

犬
・
猫
の
引
取
り

Ｖ
と
き
・
・
・
り
一
月
1
4
日
㈹
Ｖ
と
こ

ろ
・
：
木
幡
公
民
分
館
＝
午
前
1
0
時

4
0
分
、
小
倉
公
民
館
＝
午
前
1
0
時

5
0
分
、
旦
椋
公
あ
一
堂
―
午
前
1
1
時

1
0
分
、
宇
治
保
健
所
―
午
前
‥
Ｈ
時

2
0
分
。
（
宇
治
保
健
所
）

お
知
ら
せ

同
和
問
題

学
　
　
習

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日

程
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1困
　

－

－

－

－

－

一

一

－

-

2困
●法律相談（市民会館13時

　牛～15時半）

　　字治市交通事故相談

と　き12月10日（S）午後i時

　　　　半～4時ところ宇治市民会館２階

相談員弁護士

申込み相談を希望される人は

　　　　市役所交通労政課（普
　　　　＠3141内線279）へ

3^
血圧相談（川束集会所９

時半～11時）

４出
●結婚相談（川来集会所13

　時～15時）

5⑧

6(月) 　　交通事故巡回相談所

と　き12月８日(水)･22日(水)

　　　　午前９時～午後4時
ところ宇治市宇治若森

　　　　京都府宇治地方振興局
内容　●交通事故の法律問題

　　　　●示談のしかた●賠償

　　　　額の算定●訴訟、調停
　　　　のしかた●自賠責保険
　　　　等の利用、臍求のしか
　　　　た他。

お問い合わせ宇治地方振興局
　　　　　　　nR2970

i火

●心配ごと相談（社会福祉
　協議会13時～15時）
　青少年相談（市民会館13

　時～16時）

8俐
移動消費生活相談（城南
荘集会所10時～15時）

9困

●法律相談（市民会館13時

　半～15時半）
　人権相談（市民会館と西
　小倉集会所10時~16時）

10吻
血圧相談（開公民分館９
時半～11時）

Ii出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－●結婚相談(川東集会所13

　時～15時）

12⑧

13㈲
乳児相談（保健医療センター９時半～11時）

腫火J
●心配ごと相談（社会福祉協議会13時～15時）

●年金相談（社会福祉協議会10時~12時）

15(*)
精神薄弱者相談（市民会館13時～16時）

16t*)

●高齢者無料職彙相談（社会福祉協議会13時～15時）
●法律相談（市民会館13時～15時半）

　行政相談（市役所市民相談室10時～16時）
　乳児相談（広野公民分館９時半～11時）
　幼児相談（保健医療センター13時半～14時半）

もえないゴミ収集日程表
市役所清掃課ＴＥＬ223141番

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ12／117内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾．北山

畑、国鉄以東の正中・東中）

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸．西浦、

220中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

木幡（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、西河

原、壇ノ東、寺界道、野添、大林、梅林、，西321浦、新開、平野．折坂、福角、一・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東）菟道（平町）

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本．日皆田、一里塚、

｀戸ノ内、京大宿舎）菟・道（平町を除く全域）

622明星町（全域）
志津川（全域）宇治（山本、乙方．東内、又振、山田）

宇洽（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽、蓮華、
塔川、善法、東山、下居、琵琶、野神、弐番、

723池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）

824神明（全域）宇治（蛇塚、大谷、野神一部）

琵琶台（全域）広野町（小根尾一部）

開町（国道筋を除く全域）

925広野町（小根尾、大開、尖山．宮谷、中島、丸山）．西大久保府営住宅（ｌ～20捷）

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山．国道筋を除
く西裏・茶屋裏）

10・27大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

安田町（全域）伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ、南山）1128開町（国道筋）

広野町（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏、派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

宇治（半白）小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）1329

羽拍子町（国道筋）伊勢田町（北山、大谷、若林、‘井尻、中山、毛ｌｇ）

小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市道筋以南の西浦）

141／4伊勢田町（遊田、砂田）
西大久保府営住宅（33～43棟）

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前

151／5までの市道筋以北の西浦）伊勢田町（南遊田）

棋島町（全域）

161／ち小倉町（近鉄以東の新田島）宇洽（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

し尿収集日

程表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢ＴＥＬ075－631－5171～3

六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域
121寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部
222西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
3福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
4車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
6車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）
7福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番壽｜＝番割一部
8西浦（国鉄以東）、三番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
9芝ノ東（府道以東）、広岡谷、南山（Ａ）巾村（さつきヶＦ＾）
10南山（Ｂ）、金草原
11南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、巾村（国鉄以東）、東巾（国鉄以東）、北畠一部
13北畠、桧尾、平尾．須留
14花揃、赤塚、陣ノ内（国鉄以東）、御園，御蔵山、畑山田、北Ｍｍ、正中（国鉄以東）町並－一部
15北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町、炭山全域

正中（国鉄以西）、西中一部、東中（国鉄以西）、陣ノ内（国鉄以西）、河原、徳水、柿ノ木町．16一丁目、札ノ辻町、紺屋町

17内畑西巾、巾村（国鉄以西）大瀬戸（国鉄以西）壇ノ東、丙浦熊小路、南端（国鉄以西）
18大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部
21笠取

白川・志津川・菟這・宇治・神明・広野町・開町・大久保町地域

8田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ
北ノ山．山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西畏、寺山（国鉄以西）、9寺山（翠光園団地）

10対語町政謳ヽ尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）．中島、

11東畏、一里山、桐生谷、開町、ｓ塚（心華寺通り以東）寫北一部
13小根尾、大開一部、尖山一部、宮東、宮西、宮北

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）．琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南）、14
壱番一部（宇治橋通り以北、宇治警察西側通り以西）

15下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
16蓮華、乙方、東内、又振、山田紅斎白川令井戸山£荷纒田＊．女招内睦日次測ｉｉ

森本（国鉄以東）．段ノ上、藪里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、17池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

く年末年始の

特別収集のお知らせ〉

し尿の特別収集は12月23日か

ら行います。くわしいことは市

政だより12月21日号でお知らせ

します。

収集もれの場合は、必ずマン

ホール（収集口）側から確認の上、

翌日（日・祝日は次の日）に城南

衛生管理組合（ａ075－631－5171）

へご連絡ください。

（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・棋鳥町・宇 台・羽拍子町地域
121老ノ木、久保、西山（国道以東）、蓮池

東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前、中川原（大川原線以東）、222十一（大川原線以東、国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）

3寺内．西浦
4－南堀池（本通以北）、南堀池（本通以南）
6南堀池（大和田巾）、堀池

南遊田、遊田、砂田、南山．ウトロ．毛語一部、中ノ荒、井尻．7中ノ田、名木、浮面、安田町全域

8中山（近鉄以東）ヽ大谷ヽ西畑ヽ中畑ヽ春日森ヽ―ノ坪．島前ヽ大町、大川原中川原（大川原線以丙）石橋（±川原線以丙）

9中山（折鉄以西），手Ｉ吾若抹
10羽拍子町
11蛇塚弐番ぐ府道以北）、池森米阪

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台、西山（国道以西）、13神楽田（山巾含む）

14ｐノ内、矢落（国鉄以北）、若森（国鉄以北）．里尻（国鉄Ｊｉｌ北）、小桜

15東目川、西目川、南落合（0～3の通りまで）
16南落合（4の通り以降～13の通りまで）
17南浦（100～110、84～98、30～33）、大尽団地、山際一部
18南浦、西浦一部、神楽田一部Ｃ近鉄以西）

山際、半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫．20郡、石橋（大川原線以東）
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17i)
血圧相談（城南荘集会所９時半～11時）．

18倒
●結婚相談（川東集会所13時～15時）

19⑨

20(月)
乳児相談（小倉公民館９時半～11時）

21火
●心配ごと相談（社会福祉協議会13時～15時）

　移動市民相談（東木幡集会所13時牛～16時）

22困

23困
●法律相談（市民会館13時～15時半）

24i)

25出
社会福祉協議会の相談（●印）

　１人で悩まず、お気軽にご相談
を。（社会福祉協議会＝宇治橋通

り市役所分庁舎内・豊@5 6 5 0）

●心配ごと相談（民生児童委貝）
　よろず相談全般。

●法律相談（弁護士）
　法律問題全般。

●結婚相談（専任相談貝）
　登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社
　協・相談所貝）
　高齢者の求人・求職など。

●年金相談(社会保険労務士）
　年金全般。

-

26⑨

27囲

28㈹

29困

30困

31i)

Ｓ　　　　　　　　　　　　　　　　Ｘ

Ｉ
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